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2024年版
給湯・給湯暖房機器　推奨部品申請書
推奨基準を満たしていることを確認し、下記の部品を「環境共生住宅推奨部品」に登録申請いたします。
　　
	年月日
	

	社名
	

	担当部署
	


	●担当者

	
	役職
	

	
	氏名
	

	
	住所
	〒　　　　　　　　


	
	電話番号
	

	
	FAX番号
	

	
	メールアドレス
	


	●会員区分

	□正会員　　　　　　□情報会員　　　　　　□会員関連会社　　　　　　□会員外


　　※該当する区分を■としてください。
■申請部品情報
該当するものを■としてください。
記載いただくＨＰアドレスは直接リンクを張ってもよいアドレスにしてください。
原則として、会社のトップと部品を紹介しているページへの直接リンクを致します。
取得済み適合規格については、取得している規格名と認定番号等を記載してください。なお、ＨＰには取得済みの適合規格があるかどうかの記載のみで、具体の適合規格と認定番号は掲載されません。
●ホームページに掲載される内容
	御社トップページ
のアドレス
	


	種類
	□給湯のみ　　　　　□給湯＋暖房

	
	
	□エコジョーズ　　□エコフィール　　□エコキュート
□ハイブリッド給湯機　　□その他（　　　　　　　　　　　）

	部品名
	

	部品を紹介
している
ＨＰアドレス
	

	適用範囲
	□新築　　　　□リフォーム　

	取得済みの
適合規格
（認定番号）
	


●備考（ホームページには掲載されません。部品の特徴など必要に応じて記入してください）
	製品の写真
	

	備考
	


●適合状況を確認する内容：ＨＰには掲載されません。
社名　　：　　　　　　　　　　　　　　　　

部品名称：　　　　　　　　　　　　　　　　
	推奨基準への適合状況　　※該当する性能を記載してください。
登録申請のためにはすべての基準を満たす必要があります。

	推奨基準
	確認すべき事項
右　性能欄に記載する内容
	当該製品が該当する性能

	１．省エネルギー・脱炭素化のため、下記を満たしていること。
【ガス・石油給湯機】
給湯機能のみの場合は下記①～④の全てを、給湯及び暖房機能がある場合は下記①～⑤の全てを満たしていること。
①高効率給湯器（エコジョーズ、エコフィール）であり、JIS効率が高く、ガス85.4%以上（給湯専用機（追いだき機能付きは83.6％以上））、石油86.9％以上であること。

②待機時消費電力が少なく、3W以下であること。

③エコ運転を選択できる省エネ運転機能を搭載していること。

④エネルギー使用量の表示ができること。
⑤熱源機の効率が高く、暖房熱効率が定格出力時80％以上であり、かつ、1/4部分出力時70％以上であること。
【エコキュート（自然冷媒ＣＯ２ヒートポンプ）】
給湯機能のみの場合は下記①～④の全てを、給湯及び暖房機能がある場合は下記①～⑤の全てを満たしていること。
①エネルギー効率については、年間を通してエネルギーが有効に活用できること（年間給湯効率(APF) 2.8以上(ふろ保温性能を有する場合はAPF 2.7以上)。
②待機時消費電力が少なく、3W以下であること。

③エコ運転を選択できる省エネ運転機能を搭載していること。

④エネルギー使用量の表示ができること。
⑤熱源機の効率が高く、エネルギー効率（夏期及び冬期の平均）が200％以上であること。
【ハイブリッド給湯機】
　給湯機能のみの場合は下記①～④の全てを、給湯及び暖房機能がある場合は下記①～⑤の全てを満たしていること。
①エネルギーの有効活用によって、高いエネルギー効率を実現していること（システムとしての年間給湯効率102％以上）。
②待機時消費電力が小さいこと
③エコ運転を選択できる省エネ運転機能を搭載していること。
④エネルギー使用量の表示ができること。
⑤■ヒートポンプユニットに暖房回路を有さない場合
熱源機の効率が高く、暖房熱効率が定格出力時80％以上であり、かつ、1/4部分出力時70％以上であること。

■ヒートポンプユニットに暖房回路を有する場合
ヒートポンプユニットの暖房エネルギー効率がCOP：2.0以上であること。
	【ガス・石油給湯機】
①BL-bs認定基準「ガス給湯器（潜熱回収）」「石油給湯器（潜熱回収）」「電気給湯器（ヒートポンプ式）」によるエネルギー消費効率によるモード熱効率（JIS効率）
②待機時消費電力
③④取り組み内容
⑤BL-bs認定基準「暖・冷房システム（ガス熱源機（潜熱回収型）」「暖・冷房システム（石油熱源機）」の暖房熱効率
【エコキュート（自然冷媒ＣＯ２ヒートポンプ）】

①BL-bs認定基準「電気給湯器（ヒートポンプ式）」によるエネルギー効率
②待機時消費電力
③④取り組み内容
⑤BL認定基準「暖・冷房システム（電気熱源機）」によるエネルギー効率
【ハイブリッド給湯機】
①BL-bs認定基準「暖・冷房システム（ハイブリッド給湯・暖房システム）」による年間給湯効率
②待機時消費電力を記載すること。（補助熱源がある場合は、別途記載すること。）
③④取り組み内容
⑤■ヒートポンプユニットに暖房回路を有さない場合
BL-bs認定基準「暖・冷房システム（ガス熱源機（潜熱回収型）」「暖・冷房システム（石油熱源機）」の暖房熱効率

■ヒートポンプユニットに暖房回路を有する場合
BL-bs認定基準「暖・冷房システム（ハイブリッド給湯・暖房システム）」によるヒートポンプ暖房エネルギー効率
	


	２．耐久性の向上のため、下記の全ての項目を満たしていること。
①設置等の施工が適切にできること。
②長く使い続けることができるための取り組みがあること。
	①施工マニュアル等が整備されている
施工マニュアルの有無を記載。
②取り組み内容
例：耐久性を保つメンテナンスが行える。パーツごとに取替えが容易（可能）である。メンテナンス体制が整っており定期的に点検があるなど
	

	３．３Ｒの推進のため、廃棄物の発生抑制を目的とし、下記のいずれかを満たしていること。
①主要部材について、リサイクル材を使用していること。
②主要部材についてリサイクル可能な材料を使用し、その材料ごとに分離を可能にしていること。
③梱包材料について、削減や再生資源を使用していること。
④産業廃棄物広域認定制度を取得していること。
⑤生産工場がISO14001認証を取得していること。

⑥その他、部品のライフサイクル各段階で３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の取り組みを実施していること。
	①リサイクル材料の種類と使用部位、可能であれば使用量
②リサイクル可能な材料の種類と使用部位、材料ごとの分離方法
③取り組み内容
例：部分的な梱包とし使用量を削減している。梱包材料を段ボールなどリサイクル可能な材料に統一している。など
④⑤認定・推奨番号
⑥取り組み内容
	

	４．地球環境の汚染防止のため、下記を満たしていること。
冷媒ガスは地球温暖化係数及びオゾン層破壊係数が小さいものであること。
	・冷媒ガスの種類
・地球温暖化係数
・オゾン層破壊係数
	

	５．地域環境の汚染防止のため、下記の全ての項目を満たしていること。
①RoHS指令で規制された10物質（鉛、カドミウム、水銀、六価クロム、ポリ臭化ビフィニル、ポリ臭化ジフェニルエーテル、フタル酸ビス(2-エチルヘキシル)、フタル酸ブチルベンジル、フタル酸ジブチル、フタル酸ジイソブチル）の含有量を低減していること。
②運転騒音が低いこと
③ドレン排水管工事等の施工が適切であること
	①取り組み内容
例：規制物質の使用を廃止しRoHS適合マークを表示。など
②機器騒音レベル
③施工マニュアル等が整備されている
	

	６．室内環境の汚染防止のため、下記の（１）か（２）のいずれかを満たしていること。
【室内面に露出又は位置する主要構成部材・主要構成部品を対象とする】
※なお、（１）を満たしていることを確認する方法は、方法１と方法２の２種類ある。
（１）①から③を満たし、厚生労働省が室内濃度指針値を定めた13物質を極力使用しないこと。

①ホルムアルデヒド
ホルムアルデヒド発散建築材料の場合は、規制対象外（F☆☆☆☆、大臣認定取得等）であること。

②クロルピリホス、トルエン、キシレン、エチルベンゼンは、不使用であること。

③テトラデカン、スチレン、アセトアルデヒド、ダイアジノン、フェノブカルブ、パラジクロロベンゼン、フタル酸ジ-ｎ-ブチル、フタル酸ジ-2-エチルヘキシルについては、使用か不使用を確認していること。

（２）室内空気汚染防止に対する取り組みがあること

	※（１）はホルムアルデヒド以外の物質についての記載内容は確認方法によって異なる。
※SDSによって確認した場合は、SDSを添付する。
（１）
■方法1の場合
①-1　　確認対象とした主要構成部材は何かを明記する。
①-2　　ホルムアルデヒド発散建築材料か否か、ホルムアルデヒド発散建築材料の場合は、規制対象外の内容を記載。
②③-1　ホルムアルデヒドを除く12物質の使用の有無は、SDSの記載で確認する。SDSに未記載の場合は不使用とみなす。

②③-2　確認したSDSは、部品全体のものか、部品を構成する材料ごとのものかを明記する。
■方法２の場合
①-1　　確認対象とした主要構成部材は何かを明記する。
①-2　　ホルムアルデヒド発散建築材料か否か、ホルムアルデヒド発散建築材料の場合は、規制対象外の内容を記載。
②③-1　クロルピリホス、テトラデカン、スチレン、アセトアルデヒド、ダイアジノン、フェノブカルブ、パラジクロロベンゼン、フタル酸ジ-ｎ-ブチル、フタル酸ジ-2-エチルヘキシルの使用の有無は、SDSの記載で確認する。SDSに未記載の場合は不使用とみなす。

②③-2　なお、確認したSDSは、部品全体のものか、部品を構成する材料ごとのものかを明記する。

②③-3　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの放散速度が4VOC放散速度基準（建材からのVOC放散速度基準に関する表示制度運用に係わる基本的事項／(一社)日本建材・住宅設備産業協会 平成20年10月3日制定、2020年6月5日改訂）以下であること。

②③-4　測定対象範囲を明確にする。小型チャンバー法により個別の材料を測定しているのか、大型チャンバーで部品全体を測定しているのかなど。
（２）取り組み内容を記載
例：・部品調達時に、厚生労働省が室内濃度指針値を定めた13物質を極力使用していないものを選択するように努めている。
・施工材料についても、安全性を自社で確認した製品を指定している。
	

	７．レジリエンスの向上のため、下記を満たしていること。
【エコキュート（自然冷媒ＣＯ２ヒートポンプ）】
停電・断水時でも貯湯タンクの取り出し口からお湯（水）を利用できること。
	【エコキュート（自然冷媒ＣＯ２ヒートポンプ）】
○非常時でも使用方法等がわかる資料を提示すること。
	

	【ハイブリッド給湯機】
下記の全てを満たしていること。
①ガス停止時でも電気が供給されていれば、ヒートポンプが作動してお湯をつくることが可能であること。
②停電・断水時でも貯湯タンクの取り出し口からお湯（水）を利用できること。
	【ハイブリッド給湯機】
①ガス停止時における運転の仕組みがわかる資料を提示すること。
②非常時の使用方法等がわかる資料を提示すること。
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